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一般入試前期Ａ日程　１日目

物理

■出題のねらい
　非慣性系における慣性力を題材とし，運動方程式における力と加速度の関係に関する
理解度を問いました。前半では，等速円運動に関する基本知識を確認。後半では，慣性
力と実際の運動を関連づけてイメージできるかを確認しました。

■採点講評
　（１）静止した物体にはたらく力はつり合っているということが，回転する円盤上

（非慣性系）では成り立たないので，円運動の向心力を打ち消すために遠心力が導入さ
れます。そのため，遠心力を及ぼす元になる物体は存在しません。つまり，遠心力には，
反作用が存在しません。「見かけの力」という表記に影響されたのか，実態がない仮想
的な力であるとした誤答が多く見受けられました。続く問題からもわかるように，遠心
力は仕事をします。また，通常の力と全く同じように物体の運動に影響します。
　（２）中心から離れる速さは一定のため，回転の半径はどんどん大きくなります。一
方，回転の加速度は一定ですので，物体は徐々に速くなります。大きさが変化する力の
はたらきは，横軸を距離に取った力のグラフから計算できます。この場合，三角形の面
積の求め方は，「底辺」×「高さ」÷２です。「仕事」＝「力」×「距離」という公式を
暗記しているだけの人は，「÷２」ができていませんでした。
　（３）遠心力だけでは軌道が曲げられないことから，第２の見かけの力がなければ物
体の運動を説明できません。この力は，「コリオリ力」と呼ばれています。しかし，遠
心力がした仕事が運動エネルギーの増加に等しいので，コリオリ力は仕事をしません。
従って，速度に対して直角にはたらかなければなりません。これは，電磁気のローレン
ツ力と同じです。このことは，後で速度の成分と力の成分を求めて内積がゼロになるこ
とで確認しています。コリオリ力の向きを正しく書けていた人は少数でした。
　（４）低気圧が渦を巻くのは自転によるコリオリ力の効果です。現実には摩擦力など
がはたらき，中心部へと落ち込んでいきます。右向きに曲げられるが，最終的には左巻
になるというのがわからなかったようです。
　全体の正答率は約40％でした。力がはたらくと運動の様子が変化する，その変化の仕
方が運動方程式で決まっている，というのが力学の基本的な考え方です。計算に惑わさ
れて，本質がみえなくならないように学習することが大切です。

Ⅰ ■出題のねらい
　正の電荷を持つ質点の電場および磁場での運動について，正しくイメージできるかを
中心に出題しました。

■採点講評
　電気と磁気の分野は，公式を覚え，それを変形することに尽力してしまいがちです。
ここでは，対象の挙動をきちんとイメージすることが何より大切です。前半は，正の電
荷をもつ質点が電場により受ける力について問いました。問１は，電荷の正負を間違え
たと思われる解答が一定数ありました。同様に，問４でも正の電荷が加速するための電
場の向きを問いました。ここでも，逆向きの解答が一定数ありました。両方とも正答率
は約70％でした。問３は，「進行方向に対して直角に加えられた力は仕事をしない」と
いうことが理解できているかを問いました。“領域２”では，鉛直方向には重力のみが
かかり，電場の影響はありません。水平方向は加速をするので，電場の影響を受けるこ
とになります。よって，水平方向（電場による影響）と鉛直方向（重力による影響）そ
れぞれで運動を考えることになります。問５～８では，このあたりのイメージをつかめ
れば，後は力学の最初に習う質点の運動の問題を解くことになります。正答率は，約40
％と低かったです。
　後半は，磁場と正の電荷をもつ質点の運動について問いました。問10では，フレミン
グの左手の法則から正答を求めることができます。電流の向きを逆にとってしまったの
か，正答率は約60％とそれほど高くありませんでした。問12では，「運動中は等速であ
ること」，「質点は　 周回ること」の２つを理解していることが必要です。円周の長さ
を１周分で計算したと思われる解答が一定の割合ありました。正答率は，25%と低かっ
たです。問13は，質点の運動をきちんとイメージできているかを問いました。領域Ⅰと
領域Ⅱの境界線が図２と違って斜めとなっていますが，「向心力は円の中心に向かって
力が働く」ということを理解できれば，本問のような境界線の形状は運動に関係ないこ
とがわかります。

Ⅱ

■出題のねらい
　光の干渉問題であるヤングの実験に関して，経路差の計算，経路差による位相のずれ，
干渉条件，波の式等の基本的な事項について問いました。式の計算能力があるかもみて
います。

■採点講評
　空所 ア  は，ヤングの実験に関する経路差の計算問題でした。空所 ア  の正答率は，
約60％でした。問１）は，経路差の結果から干渉条件を導出する問題で，問２）は，干
渉縞の間隔を求める問題でした。問３）は，観測された干渉縞の間隔から光の波長を算
出する数値計算の問題でした。問１），２），３）はいずれも基本的な問題で，正答率は
いずれも約40％でした。
　空所 イ  ， ウ  は，光の波の式に関する問題でした。経路差の結果から波の位相に
どのような差が生じるかを問う問題でした。また，重ね合わせによる式の計算能力も問
う問題でした。空所 ウ  の正答率は約10％と低かったです。問４）は，二重スリット
の手前に置かれた単一スリットの役目を問う問題でしたが，正答率が低かったです。空
所  エ  ， オ  は，赤色から紫色までのすべての光が混合している場合の干渉縞の様
子を問う問題でした。干渉縞の間隔が光の波長に比例することから考察できることが重
要です。空所 エ  ， オ  の正答率は，いずれも約40％でした。
　物理の現象を理解するうえで，基本的な法則を把握しておくことが重要です。教科書
の内容をしっかりと理解しておいてください。そのうえで，式の計算もできるようにし
てください。

Ⅲ

一般入試前期Ａ日程　１日目

化学

■出題のねらい
　コークス（炭素）と二酸化炭素から一酸化炭素が発生する反応系を取り上げ，化学平
衡および熱化学反応について基本的な概念を問いました。

■採点講評
　赤熱したコークス（炭素）と二酸化炭素を反応させると，一酸化炭素が生じて平衡状
態になります。この反応系のように固体が含まれている場合，平衡定数を表す式には固
体は入りません。そのことは，問題文の中にも記述しましたが，平衡定数を表す式の中
に固体の濃度［Ｃ］が入っている解答が多く見受けられました。問題を解答する前に，
問題文をよく読むことが大切です。また，この問題では文字式で解答するものを多く出
題しました。日頃から文字式を用いた表し方に慣れておいてください。
　（２）３）の問題は，一酸化炭素の分圧を求める基本問題です。予想より正答できて
いませんでした。４）の文字式は，約分して最も簡潔な形で解答する必要があります。
約分をしていない，複分数での解答が散見されました。（４）の問題は，ヘスの原理を
利用して反応熱を計算する問題です。生成熱の定義をしっかり理解していない受験者は
符号を間違えていました。また，生成系には２molの一酸化炭素が生成します。生成系
を１molの一酸化炭素とした計算ミスが目立ちました。熱化学反応は，入試問題で頻出
の出題分野です。さまざまな反応熱をしっかり理解しておいてください。（５）の問題は，
平衡移動の原理（ルシャトリエの原理）を用いた基本的な問題です。受験者のほとんど
が正答できると予想していましたが，予想に反して正答率がかなり低かったです。特に
６）は，本文中にこの化学平衡では固体の体積が無関係であるという主旨の記述がある
にもかかわらず，コークスの量を増やすと平衡は右に進むと勘違いしている受験者が多
く見受けられました。
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一般入試前期Ａ日程　１日目

生物

■出題のねらい
　（１）では，生命の起源に関する基本知識と関連する生物の系統，および１次生産を
テーマに出題しました。生物とはそもそも何か，どこから生まれ，どのようにして現在
の生物多様性が生じたのかについて基本的知識を問いました。（２）では，動物におけ
る初期発生の流れとそのメカニズムについて，基本的な知識を確認しました。教科書で
お馴染みのアフリカツメガエルの発生に関する問題を中心に，組織分化や幹細胞の問題
を出題しました。

■採点講評
　正答率は，約54％でした。（１）１）穴埋め問題では，空欄 ５  の正答率が約40％で，
化学進化を化学合成と解答したものが多く見受けられました。確かに，化学進化のプロ
セスには化学合成が含まれますが，“生命が誕生する以前の有機物の生成過程”を説明
する用語としては不適切です。より文脈に適した選択肢を選ぶように心掛けましょう。
２）では，系統に関する基本知識が不足している解答が多く見受けられました。選択肢
の内容は，全て教科書レベルです。一つ一つの用語を正確に覚えて正答できるようにし
ましょう。同様に，４），５）も教科書レベルの内容ですが，正答率が低かったです。
４）のように，教科書で主に図を使って説明されている内容が，文章問題として出題さ
れることは珍しくありません。図を見て，その内容を言葉で説明できるようにしておき
ましょう。
　（２）１）アフリカツメガエルの発生に関する穴埋め問題は，教科書では基本的な内
容ですが，全体的に正答率が低かったです。動物半球と植物半球，原口背唇部と灰色三
日月環の区別ができていない解答が多く見受けられました。紛らわしい用語ですが，入
試では出題されやすい分野です。しっかり覚えておきましょう。また，胞胚と胞胚腔を
取り違えた誤答も多かったです。このように，よく似た用語を取り違えるケアレスミス
には十分注意しましょう。２）では，カエルの卵割は不等割で，３回目で異なる大きさ

Ⅰ

■出題のねらい
　（１）では，内分泌系，特に糖尿病に関する基本的な問題，グルコースに対する血糖
とインスリンの応答に関する容易なデータ考察問題を出題しました。（２）では，運動
時のガス交換の測定データから呼吸商を求める問題を，（３）では，脳の構造と神経細
胞および筋肉の性質に関する基本的な問題を出題しました。

■採点講評
　正答率は，約47％と低かったです。（１）１）ホルモンに関する基本的な問題でしたが，
２問とも正答した人は約20％でした。“誤っているもの”を選ぶという指示をしっかり
読んでいないと思われる解答がありました。問題の指示は，落ち着いて読みましょう。
３）は，やや細かい内容でしたが，中脳，間脳など，脳の各部位の機能を正しく理解し
ていれば正答できる問題でした。５）では，糖尿病に関してやや発展的なことを出題し
ました。内容は医学的に重要なものですので，今後も出題される可能性は高いと思われ
ます。
　（２）で使われている測定方法自体は，教科書に記載がないものですが，本文中の説
明文を基に十分計算できます。呼吸商は，教科書の知識を基に計算することができます。

「呼吸商＝単位時間当たりのCO2排出量÷単位時間当たりのO2消費量」という呼吸商の
定義を知っていれば，計算は難しくありません。ここでは，生体物質の呼吸商の知識も
必要でした。計算問題は，多くの練習が必要です。教科書に加えて参考書の問題を解き，
練習するようにしましょう。
　（３）は，脳の各部位の名称と機能に関する問題です。全体的に正答率は低かったで
す。テーマになっている神経解剖・生理学は覚える内容が多く，関連付けしづらいため，
苦手意識をもっている人も多いと思います。しかし，脳を理解するうえでは，必ず必要
な知識です。教科書の図は簡略化されているためイメージがしづらいかもしれません。
インターネット上の動画などを利用し，理解を深める工夫をしましょう。特に，脳幹部
に関する問題は，馴染みのない部分のためか，正答率が低かったです。

Ⅱ

　本学の生物の入試問題は，教科書の内容を基本としており，教科書をしっかり勉強する
ことが最大の入試対策です。教科書の図版の内容や「探究」といった項目も出題の対象に
なりますので，しっかり勉強してください。
　Ａ日程１日目では，「生命の起源」，「生物の系統」，「一次生産」，「動物の発生」，「体内
環境の調節」，「代謝とエネルギー」，「動物の刺激の受容と反応」をテーマに出題しました。

の細胞が生まれるということを解答できていないものが目立ちました。卵割はウニ，カ
エル，ニワトリ，ショウジョウバエなどでそのパターンが大きく異なります。教科書で
説明のある内容ですので，正確に覚えておきましょう。

■出題のねらい
　炭酸ナトリウムの工業的製法（ソルベー法）を取り上げ，基本的な無機化合物に関し
て，その名称，反応式，性質，および反応の定量を問いました。

■採点講評
　教科書レベルの問題であったため，全体的によくできていました。正答率は約60%で
した。無機化学の分野は得点しやすいため，ケアレスミスのないようにしましょう。塩
化ナトリウム，二酸化炭素，アンモニアおよび水から炭酸ナトリウムを製造する方法に
関する問題は頻出です。誘導がなくても，化学反応式が書けるようにしておいてくださ
い。さらに，炭酸カルシウムから塩化カルシウムを得る過程で発生する二酸化炭素およ
びアンモニアを炭酸ナトリウムの製造の原料として用います。（１），（２）は，よくで
きていました。（３）炭酸ナトリウムの性質として，“③空気中に放置すると，空気中の
水分を吸収して溶ける。”を選んだ解答が目立ちました。炭酸ナトリウムの性質をしっ
かりと整理しておいてください。ⅰ）白色の固体で水によく溶け，水溶液は塩基性を示
す。ⅱ）硫酸を加えると反応し，二酸化炭素を発生する。ⅲ）炭酸ナトリウム十水和物
は，空気中で結晶水の一部を失い，粉末状の炭酸ナトリウム一水和物になる（風解）。
また，ⅳ）ガラスの製造などにも用いられています。（４）は，リード文も含め，問題
文をしっかりと読み取る力が培われているかを試す問題でした。解答の際は，有効数字
に注意しながら，落ち着いて考えると，正答にたどりつきます。また，以下の点に注意
して解答してください。
　１）原料である塩化ナトリウムと同じ物質量の化合物A（NaHCO3）が生成します。
２）炭酸ナトリウムは，Ａの物質量の２倍量が生成します。このことから，炭酸ナトリ
ウムの質量を求めます。３）NH4Cl（化合物B）とCa（OH）2（化合物D）が反応すると，
CaCl2, NH3およびH2Oが，それぞれ１：２：２の物質量の比で生成します。４）塩化カ
ルシウムを製造する際に発生するアンモニアの物質量と炭酸ナトリウムを製造する際に
用いられるアンモニアの物質量をそれぞれ求める必要があります。

Ⅱ
■出題のねらい

　有機化学の基本的な内容の確認を目的として，芳香族化合物の分野から，代表的な一
置換ベンゼン誘導体を取り上げ，その名称，構造，性質，および反応性を問いました。

■採点講評
　（１）は，一置換ベンゼン誘導体の性質や合成方法を手掛かりに，その化合物を特定
し，名称と構造式を問う問題です。アニリンに関する問題では，本文中に中和処理する
記載があるにもかかわらず，塩酸塩で名称と構造式を解答していたものがありました。
また，トルエンの酸化で得られる化合物としては，ベンズアルデヒドと安息香酸の２つ
の可能性がありますが，実際に得られた生成物の性質から安息香酸が正答であることが
特定できます。有機化合物は名称だけでなく，構造と性質についても学んでおいてくだ
さい。構造式では，官能基の記入ミスが多く見受けられました。スルホン酸基の水素が
抜けたり，アミノ基の水素が３つあったり，ニトロ基の酸素が３つあるなどが主な誤答
です。日頃から正確に書く練習をしてください。（２）は，アセトンとフェノールを工
業的に合成する方法として用いられているクメン法に関する問題で，比較的よくできて
いました。（３）は，ピクリン酸に関する問題ですが，トリニトロトルエンと間違えた
ものが少なからず見受けられました。（４）は計算問題ですが，BHCをヘキサクロロベ
ンゼンと間違えて計算したと思われる誤答が多く見受けられました。誤解のないように，
BHCの名称としてヘキサクロロシクロヘキサンを併記し，ベンゼンの付加反応で得ら
れると明記してありました。よく問題文を読んだ人は，正答にたどりつけていました。
この問題の正答率は，特に低かったです。
　有機化学を勉強してきた人にとっては基本的で容易な問題が多く，全体的によくでき
ていました。
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一般入試前期Ａ日程　１日目

生物

■出題のねらい
　（１）では，生命の起源に関する基本知識と関連する生物の系統，および１次生産を
テーマに出題しました。生物とはそもそも何か，どこから生まれ，どのようにして現在
の生物多様性が生じたのかについて基本的知識を問いました。（２）では，動物におけ
る初期発生の流れとそのメカニズムについて，基本的な知識を確認しました。教科書で
お馴染みのアフリカツメガエルの発生に関する問題を中心に，組織分化や幹細胞の問題
を出題しました。

■採点講評
　正答率は，約54％でした。（１）１）穴埋め問題では，空欄 ５  の正答率が約40％で，
化学進化を化学合成と解答したものが多く見受けられました。確かに，化学進化のプロ
セスには化学合成が含まれますが，“生命が誕生する以前の有機物の生成過程”を説明
する用語としては不適切です。より文脈に適した選択肢を選ぶように心掛けましょう。
２）では，系統に関する基本知識が不足している解答が多く見受けられました。選択肢
の内容は，全て教科書レベルです。一つ一つの用語を正確に覚えて正答できるようにし
ましょう。同様に，４），５）も教科書レベルの内容ですが，正答率が低かったです。
４）のように，教科書で主に図を使って説明されている内容が，文章問題として出題さ
れることは珍しくありません。図を見て，その内容を言葉で説明できるようにしておき
ましょう。
　（２）１）アフリカツメガエルの発生に関する穴埋め問題は，教科書では基本的な内
容ですが，全体的に正答率が低かったです。動物半球と植物半球，原口背唇部と灰色三
日月環の区別ができていない解答が多く見受けられました。紛らわしい用語ですが，入
試では出題されやすい分野です。しっかり覚えておきましょう。また，胞胚と胞胚腔を
取り違えた誤答も多かったです。このように，よく似た用語を取り違えるケアレスミス
には十分注意しましょう。２）では，カエルの卵割は不等割で，３回目で異なる大きさ
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■出題のねらい
　（１）では，内分泌系，特に糖尿病に関する基本的な問題，グルコースに対する血糖
とインスリンの応答に関する容易なデータ考察問題を出題しました。（２）では，運動
時のガス交換の測定データから呼吸商を求める問題を，（３）では，脳の構造と神経細
胞および筋肉の性質に関する基本的な問題を出題しました。

■採点講評
　正答率は，約47％と低かったです。（１）１）ホルモンに関する基本的な問題でしたが，
２問とも正答した人は約20％でした。“誤っているもの”を選ぶという指示をしっかり
読んでいないと思われる解答がありました。問題の指示は，落ち着いて読みましょう。
３）は，やや細かい内容でしたが，中脳，間脳など，脳の各部位の機能を正しく理解し
ていれば正答できる問題でした。５）では，糖尿病に関してやや発展的なことを出題し
ました。内容は医学的に重要なものですので，今後も出題される可能性は高いと思われ
ます。
　（２）で使われている測定方法自体は，教科書に記載がないものですが，本文中の説
明文を基に十分計算できます。呼吸商は，教科書の知識を基に計算することができます。

「呼吸商＝単位時間当たりのCO2排出量÷単位時間当たりのO2消費量」という呼吸商の
定義を知っていれば，計算は難しくありません。ここでは，生体物質の呼吸商の知識も
必要でした。計算問題は，多くの練習が必要です。教科書に加えて参考書の問題を解き，
練習するようにしましょう。
　（３）は，脳の各部位の名称と機能に関する問題です。全体的に正答率は低かったで
す。テーマになっている神経解剖・生理学は覚える内容が多く，関連付けしづらいため，
苦手意識をもっている人も多いと思います。しかし，脳を理解するうえでは，必ず必要
な知識です。教科書の図は簡略化されているためイメージがしづらいかもしれません。
インターネット上の動画などを利用し，理解を深める工夫をしましょう。特に，脳幹部
に関する問題は，馴染みのない部分のためか，正答率が低かったです。
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　本学の生物の入試問題は，教科書の内容を基本としており，教科書をしっかり勉強する
ことが最大の入試対策です。教科書の図版の内容や「探究」といった項目も出題の対象に
なりますので，しっかり勉強してください。
　Ａ日程１日目では，「生命の起源」，「生物の系統」，「一次生産」，「動物の発生」，「体内
環境の調節」，「代謝とエネルギー」，「動物の刺激の受容と反応」をテーマに出題しました。

の細胞が生まれるということを解答できていないものが目立ちました。卵割はウニ，カ
エル，ニワトリ，ショウジョウバエなどでそのパターンが大きく異なります。教科書で
説明のある内容ですので，正確に覚えておきましょう。

■出題のねらい
　炭酸ナトリウムの工業的製法（ソルベー法）を取り上げ，基本的な無機化合物に関し
て，その名称，反応式，性質，および反応の定量を問いました。

■採点講評
　教科書レベルの問題であったため，全体的によくできていました。正答率は約60%で
した。無機化学の分野は得点しやすいため，ケアレスミスのないようにしましょう。塩
化ナトリウム，二酸化炭素，アンモニアおよび水から炭酸ナトリウムを製造する方法に
関する問題は頻出です。誘導がなくても，化学反応式が書けるようにしておいてくださ
い。さらに，炭酸カルシウムから塩化カルシウムを得る過程で発生する二酸化炭素およ
びアンモニアを炭酸ナトリウムの製造の原料として用います。（１），（２）は，よくで
きていました。（３）炭酸ナトリウムの性質として，“③空気中に放置すると，空気中の
水分を吸収して溶ける。”を選んだ解答が目立ちました。炭酸ナトリウムの性質をしっ
かりと整理しておいてください。ⅰ）白色の固体で水によく溶け，水溶液は塩基性を示
す。ⅱ）硫酸を加えると反応し，二酸化炭素を発生する。ⅲ）炭酸ナトリウム十水和物
は，空気中で結晶水の一部を失い，粉末状の炭酸ナトリウム一水和物になる（風解）。
また，ⅳ）ガラスの製造などにも用いられています。（４）は，リード文も含め，問題
文をしっかりと読み取る力が培われているかを試す問題でした。解答の際は，有効数字
に注意しながら，落ち着いて考えると，正答にたどりつきます。また，以下の点に注意
して解答してください。
　１）原料である塩化ナトリウムと同じ物質量の化合物A（NaHCO3）が生成します。
２）炭酸ナトリウムは，Ａの物質量の２倍量が生成します。このことから，炭酸ナトリ
ウムの質量を求めます。３）NH4Cl（化合物B）とCa（OH）2（化合物D）が反応すると，
CaCl2, NH3およびH2Oが，それぞれ１：２：２の物質量の比で生成します。４）塩化カ
ルシウムを製造する際に発生するアンモニアの物質量と炭酸ナトリウムを製造する際に
用いられるアンモニアの物質量をそれぞれ求める必要があります。

Ⅱ
■出題のねらい

　有機化学の基本的な内容の確認を目的として，芳香族化合物の分野から，代表的な一
置換ベンゼン誘導体を取り上げ，その名称，構造，性質，および反応性を問いました。

■採点講評
　（１）は，一置換ベンゼン誘導体の性質や合成方法を手掛かりに，その化合物を特定
し，名称と構造式を問う問題です。アニリンに関する問題では，本文中に中和処理する
記載があるにもかかわらず，塩酸塩で名称と構造式を解答していたものがありました。
また，トルエンの酸化で得られる化合物としては，ベンズアルデヒドと安息香酸の２つ
の可能性がありますが，実際に得られた生成物の性質から安息香酸が正答であることが
特定できます。有機化合物は名称だけでなく，構造と性質についても学んでおいてくだ
さい。構造式では，官能基の記入ミスが多く見受けられました。スルホン酸基の水素が
抜けたり，アミノ基の水素が３つあったり，ニトロ基の酸素が３つあるなどが主な誤答
です。日頃から正確に書く練習をしてください。（２）は，アセトンとフェノールを工
業的に合成する方法として用いられているクメン法に関する問題で，比較的よくできて
いました。（３）は，ピクリン酸に関する問題ですが，トリニトロトルエンと間違えた
ものが少なからず見受けられました。（４）は計算問題ですが，BHCをヘキサクロロベ
ンゼンと間違えて計算したと思われる誤答が多く見受けられました。誤解のないように，
BHCの名称としてヘキサクロロシクロヘキサンを併記し，ベンゼンの付加反応で得ら
れると明記してありました。よく問題文を読んだ人は，正答にたどりつけていました。
この問題の正答率は，特に低かったです。
　有機化学を勉強してきた人にとっては基本的で容易な問題が多く，全体的によくでき
ていました。
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